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大気中の雨滴や浮遊粒 子の観測に， レー ダー は
無 く てはな らない重要な機器である。 通常の気象
レー ダー は，降水粒子が反射した電波の強度 しか




り地面か ら吹き上げ られる現象の ことをいい， 乾
いた雪が降り，強風がよ く発生する， 北 日 本の海
岸平野に発生 し易い。一旦発生すると，見通しが












今回，当センタ ー が整 備
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5 万分の1 地形図上に地すべり地形を記入 した，
地すべり地形分布図の第6 集 （防災科学技術資料
第125号）が完成し た。今回刊行し た地すべり地形
分布図は，福島県及び新潟県の一 部で， 5 万分の


















策や開発等の基礎資料として活用できる。 強震観測配置計画 き ま る
この第6 集の刊行により ，東北地方の地すべり 昭和62年度の補正予算による，強震動群列観測




















明 さ れていなかっ た。このため，当セン ター と東
北大学の地震観測網のデー タ を も と に，この地域
の地震活動の地域的特徴 ・ 時間的変化について解
明を行うこと とな っ た。
この研究を実施するため，第 2研究部の大久保

























めての試みと してハワイ で， 5月 24日から 27日の
間，サイス ミ シテ ィと火山活動，プレー ト縁辺地
域とホ ット スポ ットなどのテー マについて，両国
から研究発表が行われる。地震学会の国際化は近
年盛んにな り ，来 年は中国との合同が，1990年に
はA G Uのパシ フィ ック地域大会が日本で計画さ
れている。
U J N R 耐
第20回を迎えたU J NR耐 風耐震構造専門部会


















う 手法の開発や，それに伴 う被害統計のとり 方の
再検討等の問題について検討を行う 「地震防災ソ
フ ト問題研究懇談会」が， 5 月9 · 10日の両日当
セ ン ター で，全国の大学から21人の参加者を得て
開かれた。











一 方，国連地域開発セン ター (UNCRD ) （本部
名古屋市）では，上記の国連総会の動きに対して，
つぎの8 項目からなる提案を行っている。①総合
的防 災対策②災害防止 ・ 軽減の地域開発計画の枠









科学技術週間行事大入り満員 の余震が29個発生 した。4 月 19 日には，神津島の
北西端直下でM3. 9の浅い地震が発生し神津島で











4 月19 日頃か ら4 月末にかけて，新島と伊豆半
島の中間でM4 . 0を最大とするごく浅発地震が発生
し，ま た 4月 23日から 28 日にかけては，伊豆半島
東方沖の群発地震活動域でM2 .5を最大とする61個
の微小地震の集中的発生があった。東京東部の深
さ 9 近では，3 月 18 日に発生 し た地震(M6. 1) 
三
1988. 5 .  18� 6 . 1 大谷圭一 （第3研究部
耐震工学研究室長）米国：UJ NR耐風耐震構造専門
部会第20回合同部会出席のため
1988. 5 .  23�28 井元政二郎 （第2 研究部主
任研究官）米国：日米合同地震学会出席のため
1988. 5 .  28� 6 .  5 塚原弘昭 （第2研究部
地震地下水研究室長）西 ドイ ツ： 超深部ボー リ ン
グの研究協力に関する討論等のため
ヘッドライ ン







4 月7 日 科学技術庁研修
11日 海洋科学技術セ ン ター研修
14日 地質調査所研修
24日 タ イ国科学技術エネルギー 省国家研
究評議会リ モー ト セ ン シ ン グ部部長
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